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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．結　　論
た93戸で祀られている位牌によって祀られている先祖の数の合計は342であり，これ
を1戸あたりにすれぽ約3．68となる。これは1戸あたり4．5以上を示す滋賀県の農村
には及ばないが，三多気・杉平でも活発に位牌祭祀が行われていると考えることがで
きる。ただしこれに示した数は関係が明らかであると確認された位牌に限定してお
り，なかには関係の不明な100以上の位牌を祀っている家族もあり，これらは数値か
ら除外した。したがって純粋に位牌の数からすれば，さらに多くの位牌がこの地域で
祀られていることになる。これらの数値から三多気・杉平の位牌祭祀の特徴を分析す
れば，以下のとおりである。
　第1に関係が明らかな限りで祭祀対象の先祖の世代をみると，1世代上の父母の世
代と2世代上の祖父母の世代が中心を占めていることである。この2つの世代を合わ
せると約67％に達する。しかしこれ以上の世代の位牌祭祀もかなり多く，また関係不
明の位牌も考慮すれば，この地域における位牌祭祀の世代深度は極めて深いといえよ
う。第2に祖父母の世代では男女の比率はほぼ等しいが，3世代上の世代では女親が
脱落する傾向がみられることである。これは滋賀県の村落においてもみられた現象で
ある。しかしこのことが分牌祭祀に関連するという積極的な事実はない。第3に位牌
祭祀対象者を直系親族と傍系親族に区分すると，この地域では傍系の先祖の位牌祭祀
は全体の約26％である。その多くは若くして死んだ者であるが，なかにはイトコを祀
っているものもある。第4に妻，母方先祖の位牌祭祀はわずかに4例にすぎず，この
地域ではこれは極めて例外的であることである。このようにみれば，隠居分家にとも
なう多様な位牌祭祀の形態があるにせよ，この2つの村の位牌祭祀は父母と祖父母の
世代の父方の直系親族を中心とする，極めて父系的な構造をもつといえよう。
4．結 論
　これまで本稿では三重県西部に位置する2つの村落，三多気と杉平の位牌祭祀につ
いて，数量的に全体的傾向をとらえる方法と，ひとつひとつの事例に即して位牌祭祀
の構造を明らかにしようとする事例的方法の両面から分析を試みてきた。本稿の考察
の中心は，一・般的な父系的位牌祭祀、分牌祭祀，隠居分家にみりれる分家創立者以前
の先祖の位牌祭祀，および本分家間の位牌分けなど極めて多様な位牌祭祀形態がどの
ように相互に関係し，全体としてどのような構造をつくりあげているかを明らかにす
ることであった。ここではこれまでの考察を要約してむすびにかえたいと思う。
　まず数量的にみれば，この地域の位牌祭祀は世代深度がかなり深く，世帯主からみ
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て父方の代々の家族の当主とその配偶者（これにしばしば未婚で死亡した兄弟姉妹が
加わる）を祭祀する型が基本であると規定することができる。妻＝母方先祖の位牌祭
祀は極めて例外的であり，したカミって位牌祭祀は極めて父系的性格が強い。しかしな
がらこうした一般的な傾向に対して，この地域に古くからしばしば行なわれている隠
居分家という分家の形をとる場合にはやや様相を異にする。一般的1こはみられないい
くつかの位牌祭祀形態が行なわれるのである。すなわちそれカミ本家と分家で父母の位
牌祭祀を分割する分牌祭祀であり，分家創立者以前の先祖の位牌を分家が祭祀する形
態であり，さらに同一先祖の位牌を何らかの形で複数作って，本家と分家がそれぞれ
祭祀する形態である。まず分牌祭祀についてみれば，この事例は4例認められた。こ
のうち2例は再婚をともなう隠居分家の事例であり，残る2例は再婚とは関係のない
事例である。分牌祭祀の場合，単に位牌の分割ばかりでなく，葬儀や年忌法要の分割
もこれに付随するのが一般的である。しかしながら隠居分家にとっては分牌祭祀にみ
える形態でも，再婚をともなう事例は別として父親を担当する本家は何らかの形で母
親の位牌をつくって祀っており，この意味では本家にとっては分牌祭祀の形態ではな
いのである。この地域の分牌祭祀はすでにみたように，形の上ではこの形態が徹底的
に行なわれてきた五島の場合に類似しているが，その中味は複製位牌の作成によって
かなり薄められていることは明らかである。しかし村人の意識の上では分住にもみら
れるように感覚は残されており，この点はさらに考察の余地がある。分家創立者以前
の先祖の位牌の分家での祭祀についても，これとほぼ同様のことがいえる。分家の事
例の限りでは隠居分家のすべては何らかの形で分家当事者以前の先祖の位牌祭祀を遂
行している。分家に同行した父母の位牌祭祀のほかに，さらに古い本家の先祖を写す
などして位牌祭祀を行なうなど，この点は極めて徹底しているとみてよい。しかしいず
れの場合にも本家の位牌祭祀をみると，分家が祀っている古い先祖を本家も祭祀して
いることが明らかである。つまりこの場合でも古い先祖の祭祀は分家の独占的な祭祀
ではないし，本家の先祖祭祀の連続性を阻害するものでもない。この点においても，
この地域の位牌祭祀は上名野川や祖谷など四国の山村にみられた本家の先祖祭祀の連
続性を否定するような位牌祭祀とは異質的である。この点に関連していえば，四国内
山村に強く認められた隠居制家族が三多気・杉平に全くみられないことも注意される
べきである。さらにいまひとつは三多気の7軒の事例でみたように，同一先祖の位牌
を複数つくって祀る本分家間の位牌分けが広く認められることである。これもまたあ
る程度の分家の独自性を付与しながら，しかも本家の先祖祭祀の連続性をも確保する
この地域独自の創造的な祖先祭祀形態であるといえる。
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このような分析によれば三多気・杉平にみられる位牌祭祀は，数量的分析によって
明らかなように，基本的には極めて父系的性格の強いものであり，その中にあって隠
居分家の場合にその独自性をある程度保障する分牌祭祀などの形態が存在していると
いえよう。隠居分家の位牌祭祀という観点からみれぽ，この地域の位牌祭祀は茨城県
勝田市の事例に類似した本家の世代的連続性を確保しうる形態であるといえよう。こ
の地域の位牌祭祀にみられるこのような父系的傾向は，家族の構造において分析した
ように3世代家型を典型とするしっかりした構造の直系型家族がその基盤をなしてい
るといえよう。
註
（1）三多気・杉平の調査は明治大学政治経済学部において蒲生正男教授の指導するゼミナー
　　ルの1982年度の調査として，1982年8月1日から9日までの9日間にわたって行なわれ
　　た。この報告はその時に収集した資料と，1983年1月に実施したこの村の宮座祭祀の調査
　　の際に収集したものである。蒲生正男ゼミナールの調査結果はモノグラフ的報告として刊
　　行されている（蒲生正男編r三重県西部山村の社会構造一三重県一志郡美杉村三多気・杉
　　平一』，1983年）。これらの調査を通じて，当時の区長を勤められた滝谷登志美氏，松本達
　　夫氏をはじめ三多気・杉平の村の方々には大変お世話になった。ここに記して謝意を表し
　　たい。
（2）　日本の家族構成の地域差については，上野和男（1984，1989）において検討した。
（3）　この点についてはすでに上野和男（1985）において考察した。これは祖先祭祀との関連
　　でみた日本の隠居分家の2類型であり，前者の事例としては茨城県勝田市下高場があり，
　　後者の例としては高知県吾川郡吾川村名野川（明治大学社会学研究部（1973）や，上野和
　　男（1988）で検討した徳島県美馬郡西祖谷山村善徳がある。
（4）三多気においては最終年忌をすぎた位牌の処理はあいまいである。寺に預けたり，墓の
　　埋葬する例もあるが，多くはひきつづきそれぞれの家族内で祀られるようである。したが
　　って100個以上の位牌を祀ている家族もある。このように古い位牌もひきつづき祭祀され
　　ていることが，本稿においてもとりあげる本分家間の位牌わけの基盤をもなしているので
　　ある。
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Family　Structure　and　Ancestor　Worship　in　Misugi　Village
UENo　Kazuo
　　This　paper　is　a　description　and　analysis　of　family　structure　and　ancestor
worship　in　a　mountain　village　of　Mie　pref㏄ture．　The丘eldwork　based　on　this
paper　was　oonducted　1982．　hthis　paper，　we　allalyse　family　structure　and
ancestor　worship　of　two　village　communities　in　Misugi　village，　Mie　pref㏄ture．
　　In　this　two　villages，　there　are　not　inkyo．family　system（residensial　separetion
system　in　a　family），　but　as　noteworthry　family　system　there　are　special　family
partition　system　so　called　inkyo－bunke．　Inkyo．bunke　is　a　special　form　family
partition　system．　In　case　of　inkyo・bunke，　at　the　time　of　partion，110t　only　non．
inheritant　children，　but　also　his　parents（or　parent）1eaves　main　family，　and　go
to　new　branch　family．　In　these　cases　ancestor　worship　of　this　parents　is　practiced
in　so皿e　different　form　than　another　forms　of　branch　family．　The　main　problem
of　this　paper　is　the　analysis　of　ancestor　worship，　esp㏄ially　ihai（memorial　tablet）
cult　in　these　families．
　　The　forms　of　ihai　cult　in　this　village　is　divided　to　four　forms．　The　first　is
ordinary　type　of　ihai　cult．　In　this　case，　ihai　of　familyhead　and　his　wife　of　each
previous　generation　is　warshipped　in　same　family．　The　second　is　form　that　ihai
of　some　familyheads　and　his　wives　is　worshipped　in　main　family（honke）and
branch　family（bunke）．　Especially　ihai　of　the　parents　of　the　first　familyhead
and　his　wife　of　branch　family　is　worshipped　in　both　family．　The　third　form　is
that　the　ihai　of　father　and　mother　is　worshipped　separately　in　main　family
and　branch　family．　This　form　of　ihai　cult　is　practiced　in　the　case　of　inkyo．
bunke．　This　is　basic　characteristics　of　ancestor　worship　in　this　village．
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